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１．研究計画の概要 
(1)研究の目的 
本研究は，全校児童生徒数や教職員数がき

わめて少ない小規模校を対象に，少人数であ
るがゆえの長所を最大限に生かし，短所と考
えられてきた教育条件を克服するための教
育方法を，海外のオルタナティブ教育の発想
を導入し，地域に応じて開発することを目指
している。特に，研究代表者が学校改革の指
導者として携わっている長野県の僻地校群
と，北欧諸国の僻地校の教職員および僻地教
育をテーマに研究している北欧の研究者と
の連携体制を構築しながら，一斉画一式授業
に代わるオルタナティブ教育を小規模校に
導入する教育効果を明らかにすることを本
プロジェクト研究の目的としている。 
(2)研究の体制 
本研究は研究代表者が北欧諸国の研究協

力者とのネットワークを生かして連携体制
をとり，長野県内の僻地指定地域の教育委員
会および学校関係者と協力して具体的な実
践を試行する体制を整えている。 
(3)研究の方法 
①小規模校・小規模学級および複式学級での
学習指導に関する先行研究を整理する。 
②学習スタイル論の最新動向を整理する。 
③北欧諸国およびオランダの教育実践をオ
ルタナティブ教育の観点から分析する。 
④長野県内の僻地校の教育改革に参画しな
がら，北欧流の教育実践の導入が適切な部分
に積極的にその学習スタイルを指導する。 
⑤僻地としての条件を共有する北欧と長野
の協力校におけるオルタナティブ教育の意
義と教育効果に関して教員および子どもを
対象とした意識調査を行う。 

２．研究の進捗状況 
(1)オルタナティブ教育の事例分析 
一斉画一型授業に代わるオルタナティブ

としての学習スタイルの意義と課題を，国内
外の学校参観や文献調査を通じて考察して
きた。具体的には，オランダのイエナ・プラ
ン校やスウェーデンのヴィットラ校，フィン
ランドのトゥルクおよびラウマの僻地校に
加え，ユバスキュラ郊外の山村エリアの小規
模校での実践を参観取材し，その一部を学術
論文に発表した。 
(2)オルタナティブ教育に関する文献研究 
僻地小規模校での複式学級の教育方法や

“個に応じた教育”のための教育方法に関す
る先行研究のレビューを行った。この中には，
個性と協同性の両方を重視しながら自己学
習能力を高めようとするイエナ・プランやモ
ンテッソーリ・メソッドに関する文献の翻訳
作業も含まれている。 
(3)長野県内の僻地校の学校改革への参画 
長野県の栄村および信濃町という山間僻

地の学校群に出向き，カリキュラムや学習指
導の改革に指導者として参画している。単な
る学力向上事業としてではなく，自ら意欲的
に問題解決に取り組む子どもたちの自己学
習能力を育てるために，その人的ネットワー
クと教職員の研修のあり方について提言し
てきた。 
(4)オルタナティブ教育に関わる啓蒙活動 
出前講座や校内研修会での講演の際には

北欧諸国の教育実践の特徴を具体的に紹介
しながら，学校の中に求められる真のゆとり
や教員の主体性・独創性，および学習者の目
線に立って問い直す学習指導という話題を
提供し，一人ひとりの個に応じた教育に近づ
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けるためにオルタナティブ教育を導入する
ことの必要性を指導した。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている 
（理由） 
 北欧を中心とする海外のオルタナティブ
教育の取材に関してはおおむね順調に進展
しているが，国内の小規模校にオルタナティ
ブ教育を導入する計画に関しては，予定より
遅れ気味である。その主な理由は二つある。  
当初の計画では，小規模校にオルタナティ

ブ教育を導入する手立ての一つとして，文部
科学省の推進施策に合わせて電子黒板を活
用するという方針で臨み，初年度に３台の電
子黒板を購入し長野県内の僻地校に設置し
た。しかし，予算の関係もあり電子黒板を天
井吊りのプロジェクタとセットに設置でき
なかったことや無線ＬＡＮ工事と合わせた
設備投資までをカバーできなかったことが
原因で，僻地校の教員にとって必ずしも日常
的に使いやすいツールになっていない点が
一つ目の理由である。国内の僻地校における
教育方法の刷新プランが遅れているもう一
つの理由は，僻地校ほど教員の人事異動のス
パンが短く，教員研修を重ねて指導しても，
毎年三分の一程度の職員が替わってしまう
ために，なかなかオルタナティブ教育の導入
が進展しないという点である。 
さらに，今後の研究の進展にとってのマイ

ナス要因は，本研究の国内対象地である栄村
の学校群が，３月の東日本大震災により校舎
内外に甚大な被害を受け，復旧作業の途中段
階にあるという事態に対処しなければなら
ないことにある。 

 
４．今後の研究の推進方策 
(1)計画の変更 
 栄村の３つの小学校が平成 23 年 4 月より
統廃合により２校になったこと，震災被害で
インフラが復旧していないこと等を勘案し，
電子黒板を活用した視覚教材の開発と海外
の協力校との教材情報の交換という予定は
延期し（本研究の具体的内容からは除外し），
本研究の終了期間までの今後２年間では，小
規模校におけるカリキュラム開発の協同研
究と，複式学級の学習指導法の情報交流とい
う内容に変更して，当初の目的の実現に向け
てこれまでの研究成果を生かしながら研究
を進展させていく。 
(2)海外のオルタナティブ教育の取材 
 これまでの調査を通して構築してきた研
究協力ネットワークを生かしつつ，平成 23
年度にはノルウェーの教育現場にもフィー
ルドを広げ，僻地校での有効な学習スタイル
を取材し，平成 24 年度の北欧教育学会にて
研究成果を発表する。 

(3)国内のオルタナティブ教育の推進 
 研究代表者は，これまでサポートしてきた
栄村に加え，同じ長野県の僻地指定地域であ
る信濃町および両小野地区の学校群の小中
一貫教育の指導をそれぞれ担うことになっ
たが，本研究の方向性はこれらの取り組みに
直結するものであり，科研費プロジェクトが
社会貢献につながる機会として取り組む。 
・小規模校にオルタナティブ教育を導入する

ための主な啓蒙活動の機会は以下の通り。 
① 信州大学出前講座 
② 信州大学教育学部附属の各校（長野小学

校・長野中学校・松本小学校・松本中学
校）の授業研究の指導講師 

③ 各地区の指導講師（栄村教職員会，信濃
町教職員会，両小野地区教職員会，上高
井郡教職員会，長野市櫻ヶ岡中学校，文
化学園長野高等学校） 

④ 長野市社会教育委員 
⑤ 長野県キャリア教育推進委員 
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